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基本施策評価表 所属平成29年度 10100000

総合政策部 総合政策課

65 多様な地域間交流の充実
妥当性 妥当 コスト削減の余地 有 受益者負担 余地有

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民全般
国内自治体との様々な連携強化が図られるとともに、グローバル時代に対応した人材育成
等に資する国際交流が展開されている。
地域間における市民・団体等の交流の推進により栃木市の一体感の醸成が図られている。

①地域間や国内外の人との交流が増えていると感じる市民の割合…5年間（平成25年度～平
成29年度）で50.0％（現状値 －）

基本方針が目指す地域交流の活発化やいきいきと賑わいのあるまちづくりを進めるうえで
、本基本施策の目標達成は大きく貢献するものである。

市民へのアンケート調査結果は目標値より低い結果となったが、下位単位施策及び各事務
事業は、概ね順調に推移しているものと考える。

国際交流イベントは情報発信方法の工夫が必要である。また、定着しつつある全市的イベ
ントがある一方で、各地域のイベントは統合ありきでの再編は難しい実情がある。

関係団体等との連携強化を図り、有効な情報発信に努める。また、新市一体となったイベ
ントが開催できるよう、イベントの統合、再編について、関係団体と方向性を検討する。

本施策の成果指標である地域間や国内外の人との交流が増えていると感じる市民の割合が
目標を大きく下回る結果となったことは真摯に受け止め、その原因を分析、推測したうえ
で、今後の対策を検討されたい。
特に下位の単位施策でも指摘したとおり、外国人住民との相互理解の機会拡大やイベント
・祭りの再編を進めることで、市民の意識は変わるものと思料される。課題は多いと思わ
れるが、丁寧に進められることを期待したい。

6501 国内・国際交流の推進 29,948 100
6502 全市的交流イベント開催の推進 0 0

成果指標１

成果指標２

成果指標３

成果指標４

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ
(千円)

[ ]％

[ ]

[ ]

[ ]

平成25年度

31,828
29,696

平成26年度

36,680
33,497

平成27年度

36,629
31,702

平成28年度

28.50

28,256
26,121

平成29年度
50.00
28.50

31,026
29,948
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都道府県支出金
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人件費
(正職員数:賦課)
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職員数合計(10)+(11)

間接費
(加算)減価償却費

(加算)金利

(加算)退職給与引当

(控除)コスト対象外

(控除)雑収入

調整額計
(14)+(15)+(16)-(17)-(18)

トータルコスト
(8)+(9)+(13)+(19)

平成29年度 10100000

総合政策部 総合政策課65

多様な地域間交流の充実
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施策

妥当性 妥当 実施主体、実施方法ともに妥当である。

コスト削減の余地 有
イベント事業の実施方法の工夫により、コストを削減する
余地があると思われる。

受益者負担 適正
中学生海外派遣事業の負担金増額等の検討の余地があ
ると思われる。

上位貢献度 有効
基本方針が目指す、いきいきと働き賑わいのあるまちづくりの達
成には、多様な地域間交流の充実を推進する本基本施策の貢
献度は高い。

類似事業の有無 無
基本方針を達成するうえで、多様な地域間交流を推進す
ることは、他に類似する施策は見当たらない。

成果向上の余地 有
今後も各事務事業実施において、実施方法を工夫するこ
とで成果が向上する余地が見込まれる。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

貢献度

達成状況

課題

取組方針

平成２９年度　基本　施策評価表　補表

　65　　　多様な地域間交流の充実

内部評価
【前期5年分】

区分

基本方針が目指す、地域交流の活発化やいきいきと賑わいのあるま
ちづくりを進めるうえで、本基本施策である、多様な地域間交流の充
実の目標達成は大きく貢献するものである。

市民へのアンケート調査結果は、目標値より低い結果となったが、下
位単位施策及び各事務事業は、概ね順調に推移しているものと考え
る。

・外国人住民が毎年増えている中、国際交流イベントは、情報発信方法の更なる工夫が必要で
ある。
・5年間で定着しつつある全市的イベントが増えた一方で、各地域に昔から根付いたイベントもあ
るため、各地域のイベントは統合ありきでの再編方針では難しい実情がある。

関係団体等との更なる連携強化を図り、有効な情報発信に努める。
また、新市一体となったイベントが開催できるよう、イベントの統合、
再編について、関係団体と方向性を検討する。

内部評価
【H29年度分】

基本方針が目指す、地域交流の活発化やいきいきと賑わいのあるま
ちづくりを進めるうえで、本基本施策である、多様な地域間交流の充
実の目標達成は大きく貢献するものである。

市民へのアンケート調査結果は、目標値より低い結果となったが、下
位単位施策及び各事務事業は、概ね順調に推移しているものと考え
る。

・国際交流イベントは、より多くの外国人住民の方に参加してもらえるように、情報発
信方法の工夫が必要である。
・定着しつつある全市的イベントがある一方で、各地域に昔から根付いたイベントもあ
るため、各地域のイベントは統合ありきでの再編方針では難しい実情がある。

関係団体等との連携強化を図り、有効な情報発信に努める。また、新
市一体となったイベントが開催できるよう、イベントの統合、再編につ
いて、関係団体と方向性を検討する。


